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寿泉堂綜合病院では地域医療支援病院として病診連携を推進しています。

患者さんのご紹介や外来診療に関するお問い合わせ

寿泉堂綜合病院 地域連携室 ☎０２４－９２７－０７６０ （直通） または

☎０２４－９３２－６３６３ （代表） にお願い致します。

NIPT(非侵襲性出生前遺伝学的検査)のご案内

NIPTは出生前におなかの赤ちゃんが染色体疾患を持っているかどうかを検査する方法の一つです。

母体の血液中を浮遊している胎児（胎盤）由来のDNA断片（セルフリーDNA）を分析することによって染色

体の数の異常を検出します。

次世代シークエンサーによるMPS法という技術がこ

このことを可能にしました。

この検査によって、胎児が13・18・21トリソミーであ

あるかどうかが、母体からの採血で検査可能です。

妊娠診断していただいた医療機関からの紹介のもと、

当院で遺伝カウンセリング後に採血します。

🔶🔶 母由来と胎児由来のDNAは識別していない。

🔶🔶 各染色体のDNA断片の割合により染色体数的異常を判定する。

🔶🔶 解析するDNA断片の量が多いほど僅かな差を検出できる。

🔶🔶 数百万〜千万単位のDNA断片を解析している。

＊原則カップルで、採血の前と後に遺伝カウンセリングを受け

ていただく必要があります。

＊カウンセリングは当院の臨床遺伝専門医が行います。

＊検査前の遺伝カウンセリングは、検査に関する適切な情報

を十分に理解し、検査を受けるかどうかカップルで判断して

いただくことを主な目的に行います。

○過去の出産経験やこれまでの妊娠経過に関する問診

や確認

○出生前診断の種類や方法

○検査によってどのような疾患がわかるのか

○検査の結果をどのように解釈するのか

等について丁寧な説明を行います。

＊検査後の遺伝カウンセリングは、

○検査結果の説明

○検査結果をどのように解釈するか、検査前のカウンセリ

ングの再確認

○結果によって何が必要になるか

等についてお話しします。

臨床遺伝科 鈴木 りか
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